
昭和61年度 庶務概要
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〟 〟 蛇 名 政 仁 技能職(-) 技 能 主 事

木 村 幸 子研 究 職 総括研究管理貞はたて貝部長事務取扱 青 山 禎 夫 海事職(二) なつどま
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(3) 歳出予算執行状況

事 業 細 目 事 業 内 容 決 算

額所 費人 件 費 職員給料､手当､共済費､臨時職員賃金 千円267,α冶239

,285- 搬 管 理 費 人件費以外の管理運営費

16,897なつどまり運航管理費 なつどまりの運航管

理費 10,886試 験 研 究 費ホタテガイ生育環境調査 餌料調査

ほか 9,310407ホタテガイ増養殖試験 天然採苗予報調査､地まき漁場調

査､養殖実態調査 ･1,167重 要貝類増養殖試験海 藻 類 増 養 殖 試 験 アワビ放流追跡調査､ホツキガイ漁場及び資源調査 1,016457

アカガイ天然採苗試験､サザエ生態調査

モズク増養殖試験､エゴノリ増養殖試験マ ダ ラ 増 殖 試 験 マダ

ラ親魚､稚魚生態調査､人工ふ化放流試験 584トゲク

リガニ増殖試験 トゲグリガ二の生態把握 1,100ウ ニ

増 殖 試 験 空ウニ生態､資源量調査及び天然採苗試験 424ホ タテガイの生

理的判 ● 定 研 究 ホタテガイの生理的活力の判定法の研究 992外海ホ
タテガイ産業定着促 進 研 究 外海放流用種苗確保､中間育成試験

343優 良 海 藻 作 出研 究 バイオテクノロジー技術の導入活用 1,410種 苗 生 産_事 業 費ホ タテガイ種苗生産アクア トロン機械施設運 営 費ヒ ラ メ 種 苗 生 産アカガイ種苗生産技術開 発 試 験 ホタテガイの種苗生産試験アクア トロン機械施設の運営

及び保守管理ヒラメの種苗量産試験 18,1202∝)

15,8681,255アカガイの種苗量産技術の開発及び増殖実証試験 EX56ナ マ コ 増 殖 試 験指 定 試 験 研 究 費浅 海 定 線 調 査 ナマコの種苗生産試験､

天然採苗試験､増殖実験試験水質､プランクトン､気象､海象の調査 1,侭68,%3492生鮮貝類有効利用技術開 発 研 究養殖漁場における適正
収 容力に関する研究 解毒基礎試験､原因プランク

トン大量採集装置の試作と採 3,

3443,100取､プランクトン無毒化試験､養殖

方法改良

試験毒化



事 業 細 目 事 業 内 容 決 算

額低 温 性餌 料開発試験 冬期発生する魚類 (マダラ､マコカレイ等)のための､初 千円2

,000期餌

料開発試験陸 奥 湾 開 発 調 査 費海 況 自 動 観 測 事 業海 況 補 完 調 査 事業 ブイロボッ トによる海況の周年観測及び機器の保守管理 24,72023,611670データ解析海況自動観測の補完 (広

域､他項 目等)の調査海 況 予 報 技 術 確 立調 査 事 業 海況予測手法の開発及び､茂滴定匿観

測､水温情報発行 439水 産 業 振 興 費保 護 水 面 管 理 事 業放 流 技 術 開 発 事 業 アカガイ生物調査､環境調査､ホ

タテガイ生物調査 ll,021

環境調査ヒラメ種苗量産試験さけ.ます資源増大対策 さけの

放流稚魚追跡調査､沿岸環境調査､親魚調査漁 場 整 備 開 発 事 業 費大規模増殖場造成事業 アワビの増殖場

の効果調査 ､ホッキ貝の幼椎貝調査 3,863地 域沿岸漁場 モ デル開 発 調 査 事 業 三
厩村地域における漁業経営の

現況､操業の実態および漁場の現状､利用実態調査水 産 業 企 画 調 査 費赤潮予察情報交

換事業 環境及びプランク トン調査､貝毒測定 7,199重要貝類毒化対策事業

貝毒発生漁場環境調査､毒化原因プランク トン調査毒化状況調査企 画 総 務 費電 源立 地地域温排水対 策 事 業
海藻類､有用底棲動物分布調査及び､温度別海藻類発生生 2,600

長試験､採介藻漁業実態調査総 務 管 理 費

人 事 管 理 費 赴任旅費 1,422

財 産 管 理 費 庁舎及び

､職員公舎の維持管理計 3

54,287(4) 工 事 実 施 状 況工 事 名

金 額 (千円)クーリングタワー棟更新



(5) 研究 成果 ･指導 資 料等 の発 行 状 況

･事 業 報 告

No. 誌 名 発 行 年

月第 15 号 青森県水産増殖センター事業報告 (昭和59年度) 6

1年 4月第 16 号 青森県水産増殖センター事業報告 (昭和60年度) 62年 3月

･センターだより

No. 発 行 年 月第 36 号 (4.5

.6月号) 61年 5月第 37 号

(7.8.9月号) 〝 9月# 38 % (1

0.ll.12月%) 〝 12月第 39 号 (1.2.3月号) 6

2年 3月･セ

ンターから公刊した報告書題 名 発 行 年 月昭和61年度生

鮮貝類有効利用技術開発研究報告書 62年 3月昭和57-61年

度生鮮貝類有効利用技術開発研究報告書 62年 3月昭和61年度夏期に

みられたホツキガイのへい死状況について 61年 10月昭和61年度特定研究開発促進事業 .初期餌料の培養技術開発研究報告書

62年 5月･センタ

ーで調査研究を担当し､公刊した報告書題 名 発 行 機 関 発 行 年 月昭和6

1年度重要貝類毒化対策事業報告書 (広域分布調査) 青 森 県 62年 3月〟 (毒化予知手法開発研究) 〟

〟〟〟〟〟青 森 県

他 4県共刊〟 〟〟〟〟〟〟〟′′〟 (毒化モニタリング調査)昭和61

年度赤潮..特殊プランクトン調査報告書北方内湾における2枚貝

の生産力に関する研究昭和61年度保護水面管理事業調査報告書 (ホタテガイ､アカガイ)

昭和61年度電源立地地域温排水対策事業

調査報告書 ■昭和61年度放流技術開発事業報



･学会誌その他への投稿

田中 俊輔 ･'ホタテガイ.浅海養殖, 415-445(1SB6),大成出版社

対馬 廉介 :ホタテガイ安定生産のポイント･養殖,ll,110-114 (1986),線書房

榊 昌文 :陸奥湾におけるホタテガイ増養殖技術.水産技術と経営, 9,52-58 (1986),

水産技術経営研究会

能登谷正浩 :褐藻炉の組織培養.昭和61年度東北ブロック増殖研究連絡会議報告書,45-47

(1躯7), 水産庁 東北区水産研究所

能登谷正浩 :紅藻 ヒビロウドの培養 . 日本藻類学会誌,34 (1), 44(1躯7)

･センター情報

種 類 期 間 お よ び 回 数

昭和61年度ホタテガイ採苗速報 61年 4- 7月 (11

回)昭和61年度ホタテガイ養殖管理情報 61年 6-62年 2月

(4回)昭和61年度ホタテガイ採苗情報 (NHKテレビ､ラジオ) 61年 4- 7

月 (12回)陸奥汚水温情報 61年 4-62

年 3月 (12回)陸奥湾の水温 (東奥日報紙上掲載) 61年 4-62年 3月 毎 月(但 し､日曜､祭日


